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令和８年度 大学地域連携活動支援事業

いちご学
― いちごを多角的に学び、いちごを通して
栃木市の魅力を発信する地域連携活動－

國學院大學栃木短期大学
人間教育学科
生活健康フィールド

田中 南帆
北島 未來
石原 紅葉



１ 取 り 組 み の 背 景

地 域
課 題

本 学

「いちご学」の開講

栃木県はいちごの生産量は全国1位

だが、年々消費量は減少。

教員養成課程があり、衣・食・住に関

する地域連携教育を目指す。



栃木県農業総合研究センタ―
講義：「いちごの種類や生産」
研究所内見学

株式会社 谷中農園
実習：いちごハウス

圃場の片付け

株式会社 岩下食品
講義：岩下社長による
「地域産業の現状と
これからの地域産業のありかた」

学外講義の様子



学内講義の様子

日本文学フィールド
教員に文化学科
教員による
いちごの文化
いちごとキャラクター
いちごはCawaii

人間教育学科教員による

食物系・・・食品学、いちごジャム作り、

ジャムを使ってのスイーツ作り

被服系・・・いちご染、 

いちご染をした布のでコサージュ作り、

       UVレジンでドライいちごの小物作

日本史フィールド
教員に文化学科
教員による
いちごの歴史



背景

目的

“いちご学”において“いちご”に関し

て多角的に学び、食としてだけでなく、

その背景、地域連携に関して学んだ。

“いちご”を通して、栃木市民との地

域連携を行い、地域活性に結び付け

ることを目指す。

２ 本事業の目的



実施主体
國學院大學栃木短期大学 人間教育学科

生活健康フィールド

３ 事業計画

連携機関
栃木県農業総合研究センター いちご研究所

株式会社 谷中農園

栃木市役所産業振興部農業振興課



主な事業計画

①〈小学生対象ワークショップ〉いちごのシフォンケーキ作り・いちご染
（7月実施）

②〈FMくらら857〉多角的にいちごを学ぶ（9・10・11月実施）
③〈幼稚園児対象ワークショップ〉いちごの魅力を発信！（10月実施予定）
④〈大学祭での展示・物品販売〉いちご学（11月1日実施予定）
⑤〈いちご農園実習〉（11月11日実施予定）
⑥〈一般市民対象公開講座〉「いちご学」（12月5日実施予定）

・栃木県農業総合研究センターいちご研究所
・株式会社谷中農園
・栃木市役所産業振興部農業振興課



小学生対象

ワークショップ
FMくらら857 SNSでの

情報発信

４ 事 業 経 過



①小学生対象ワークショップの実施

・いちご染（７/２７） ・いちごのシフォンケーキ（７/２８）
12名参加 10名参加

図 アンケート結果



②〈FMくらら857〉
Achikochiコクトチ
多角的にいちごを学ぶ“いちご学”

（9・10・11月実施）

第1回 茨城女子短期大学准教授
吉村風「いちごの文化」



５ 今後の展望・目標

幼稚園対象

ワークショップ

いちごの魅力を

発信！

大学祭での

展示・販売

いちご学

一般向け

公開講座

「いちご学」

その他農園実習など



公開講座



ご清聴ありがとうございました。

短大WEBサイト
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